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昆虫食がタンパタ質危機を救う!?
～【とって食べる】からはじまる環境教育～

世墨L△旦」凶塑堕塁:」些墨」國國凶艶邑菫聾L生基聖重
2030年 には、世界の人口は90億人になるといわれています。これほどの人口を支えるためには何億

頭もの家畜の飼育が必要となりますが、このままではこれら動物性タンパク質の需要と供給が逆転

すると予測されています。この事態を「タンパク質危機」と言い、現在世界中で問題視されています。

代替食料として注目されている昆虫食は、タンパク質危機を救う救世主となり得るのか !?
昆虫食倶楽部が取り組む【とつて食べる】のイベント、外来種駆除活動、ガチ !生物多様性塾などの

取り組みを通して、食べること、生きること、そして環境教育についてみなさんと一緒に考えたいと思

います。

◇ 開催 日 :君室効果ガス排出ヨ/体重あたリ

__水の必要只 /1贈 の体菫増加

[]自の必要塁/1kgのタンパク費生圧

ニワトリ

高ι

令和5年 11月 25日 (土 )

◇ 会 場

高台協働センター(lFホ
ール)

◇ 時 間

13:30′ ′ヽ15:00
フ
′
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◇ 参 加

無  料

<講師のプロフィール>
昆虫食倶楽部 代表 夏 目 恵介
・住吉在住

・{神丸―夏目商店 代表取締役

・令和2年度 住吉子ども育成会 会長

・NPO法人浜松男女共同参画推進協会 副理事長

【連絡事項】

コロナ感染症がご心配の方は、マスクの着用をお願いします。

問い合わせ先=川嶋正幸 090-9198-6601
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